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220 非弼諏にあし＼涅畔譴リ返L輌綬戸
楕造贖渥邸讃貰

訳嵩工意大~0皆II\ 晒 面咄感夫

増田憑記

1。はじ<t)Iー 巻老らは、如こ、隆麟、を超廷応打が＇遠 J返 L鰭さ丸た錮m性咀―, 
這八・ることき邑的として、公称応n振幅一定お,,Ut漸増痢麻 Lて後陪伏点1ご相当する一

定偽とな這疇歴を与えヒ錮材叩如的性喩を引投試睛r::J:.~ 紐、それら1=い 1£,
荷室偉m影響匂検討L'f::(i)。 本船1迂、繰り返 L蝶~t材で古も ~l"\ 咋 Q を対民と L て、
いず記酎助潔知 1二痣 '17す志小ず迅甘桔,~_J(i) 負価を． ，，， —.,/ 
与z,fc=錮材q梢捻的性嘗在、弓＼嗅甑醗あ,J:.(X臣縮拭ー一 ← 

験打‘料江純専、在栂もすさ毛n咋る。

2。雫雫概寺 庶試f本m沢，寸 i廷 Fig.iに

而す。 T吐b.i I訳弓l張諒瞭I二"1:"'> <得られた迅寸材 1. 3so 

｀邸嗅項色釘。 雫杷 L巨試酪団t応て螂 Fig.1 Configuration of Specimens. (mm) 

ほ繰リ返L諒喰て・ホ志． 哄訳体を弓＼帳 (,;t固ま圧・ Tab .1 Mechanical 

嘩）降伏さ t、いず迅町印屯Q\~邑区 C 述すさまで頁西 L 、続いて Properties. 

Fi(!.-2 l::.inすいず叩茸紅こ；知可布即頂西在繰リ逗 L、いずみ幅 Y . I'. T. S • EL. 
N/n1m2 N/mm2 % 

を咤 I'{.I二渫'9' させて、品終的l二 E1--~tJ.I こにおいて吾、自為にする。
こ (]\~7 な総リ逗L 負洒乞供試沐に与えセ後、
~\='. も1二弓＼張＼ま~\~圧趣）負西を単誨1::.与え

E。 こ二で <c.~ は¥%, 2.%~1,x-4;/, とL、

即舷点、いず Jj-(J¥茨企司□只い%と L戸

供試体已号 l~ri-3. ・2(J)右 1::赤 t<l:うに付 LE.

麟碩It<. i) 1:: 15'1じで古志 0 ll --ぺil'l.value

3。結果お ~}J考寒 Fi~- 3に宙類紐思 (J) 。。_oぷ゚‘

529 

-1nを幻硫nーエ曲全いず如曲線にJ::.., て寺' Fig. 2 Loading History Schema. 

す。

< i)応tJ-).}. ずも閑係 Fii.4-tcJ.、負毎循澄を

唖1,セ否供諒ィ本語1張あ・,:!:;)J,.'在．総拭瞭lこJ:"? て ~'7 れ

ヒ応打ーいずみ閑係在赤す。 級軸¥'cl堅I注夜形1二あい

て体積一定で古さとA辰定する二と1::よって倶 7Lh.. ~ 単
応打で高＇」、横紬 lさ塑注対数いずみて危志。 同図よ

リ、 負術俣歴(f) 最六Mi'みり嘉Cf)~西対儘 lfil(I¥ z.lJ.t. そ訊

n但1二対 Lて、ほぼ‘固 L"碩面(J')lib tiーぃずみ閲係 Lな

~:: とiJ苅いヒ。 lf.1.I =乏 %(1'視合、~~杖 q隆伏

600 

椰Q近傍を唸し＼て、処寸材と 1ま1ぎ固ー CJ)閑係とな」ビ。 -600 

617 42 

!fa¥=千苓い昂合、いず年記環囲にいたって、陀打
Fig.3 Example of Test Results. 

Mechanical Properties of Structeral Steel Subjected to Nonstationary Cyclic Loading in Inelastic 
Range. Musashi Institute of Technology. Masaru MINAGAWA,Takeo NISHIWAKI and Nobutoshi MASUDA. 
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Hg.4 Stress-Plastic Strain Diagrams. 

ーいずふ関係l~材料(J)軟4ヒ状態を示した〇 _方. IどュI= 訊

1 % ()¥場合、 T-Tお,t-JJ..・c.-c trpe <l¥, 供諒体lit-ls干 Q硬 I:

状態を示 L"¥:: 0¥1二対 LZ、T-C. ホ:d: J.X.'C.-"T tr p e. II)~ 代試1本

で1<1:Iも¥=2.%0)場合と 1志痣同棺の碩固とほった．

(2)特緑係敬ーいずふ閤係 Fii.'? は、榛軸1::雑弾

性保敏で•株 L た持繰偲数を、練軸に降伏いず,;7+~怜、しt::JJ, 

ずふをとって示しセ毛 (J\ で訳~- ET/E-~ 沼わ閤固ま‘

柿期回伏か‘弓＼張廿臣綿寸、弓＼張訊醸訃臣縄拭験サ、芍:d:" AA~ 
応 I<I) イ甚に大きく支醍さ lit~:: と1-a-なく、 1ま1志同じ碩面を

栞L、負福肴密 Qなし¥も (J¥と比八履歴材の持緑侶数い伯下

ザ葛君であリ、：： ~c:l:. うな材料よリ棋さ軋志秤材(J)酎社

nに対す志す令ほ釦が説等で訳でと考乏志．

⑬） cl.I弓晨強之古.<!" u-・ 降,<"fi:~ Fi各.6 Iさ僕唖材紅lij長

逢さ(]'\処寸材 (J)~1-11. に対す百七ヒと l~1.l q-\~ 保を示L ていむ

引張強さは I€i.I (I)増1101二件 1.05 

ぃ双算 1二缶下 L 、 ~(J\ 傾向

lれ曲咸,'(~ 祁`弓1張0頃 1ニ
識君で演る。 Fi3-. 71打隣

伏、怠1::聞す-:;Fi'&・6と固槌

の国でぷ志。 弓1張強さ,::
闇す芯箭訳い固棒岡伏点、

't l'&Iが大なさ程低下 Q割

合が大きくなブ巳

4 あわリに 賽喩

(1¥結専J:!J 、 ~t-1S8-QO)

ようないわゆ志蜘t材＼二対L<:、非喋性惑にあ廿る釦彫剛竪 nゞ枯灼①名ィヒ石毛I=.'71二と

1]'t flf\~t(' とはリ、また、与 'z. 7肛た自栖祁さ .tKLい鹿. z~ 傾lciltJ℃駈着と↑ふった。ニ (f¥よ

うな如rt~ なる構造~a い 1訊撫迫等集の挙動に聞可甲広範な椋酎fl'I今條望ま汎る。
ct考文転) Cl.) 曲園，環田，這 llj:碑伏、点、を函ぇで絲逗L負面をif!.1t~ 撫迫用如<!¥撓

絣的は賞 1:::? I \~... JJ. 廷回材代疏咆連合鵠I賢会莉肴！息） Pf>ll'3~1\4~I 司 R" 2 • 
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